


































勿論西欧の近代は,新古典主義,ロ マン主義,写 実主義さらに印象主義 ・象
徴主義 ・後期印象主義などの美術史上の黄金期であり,また社会学 も近代とと
もに誕生 した学問と言われる点も見逃せない。そこには近代 と前近代との差異








ここでは西欧の 「都市 と近代化」にっいて問うことになるので,次 に都市に
ついて考えることにしたい。社会学には都市社会学 という領域があり,従来か








L・マンフォー ドの都市文化論 も見 られる。 こうした諸理論の競合の中にあっ
102
て,独 自の研究分野を開拓 していると思われるものに鈴木栄太郎の都市を結節










a)商品流布 一 卸小売商,組 合販売部
b)国民治安 一 軍隊,警察
c)国民統合 一 官公庁,官 設的諸機関
d)技術文化流布 一 工場,技 術者,職 人
e)国民信仰 一 神社,寺 院,教 会
B)近代都市において大 きく浮かび出てきた各結節機関
f)交通 一 駅,旅 館,飛 行場
9)通信 一 郵便局,電 報電話局
h)教育 一 学校,そ の他各種教育機関
i)娯楽 一 映画館,パ チンコなど
とくに注目すべき点は,これ らの機関が単に都市に人を集めるという生態学
的な視点だけでなく,その活動を通 じて多数の人々に関与 しているという構造 ・
機能的な視点が用意されているということにある。またこうした機関はその上
下関係によって格位があり,それにもとつく都市序列が生まれるという都市格












(a)-W・ターナー 〈雨 ・蒸気 ・速度 一 グレー ト・ウエスタン鉄道〉一
以上の論議から離れても,私には近代の始動を感 じる一枚の絵がある。ジョ
ゼフ ・M・W・ ターナーの 「雨 ・蒸気 ・速度 グレー ト・ウエスタン鉄道」
(資料1)で ある。雨と蒸気で朦朧 とした大気の中を蒸気機関車が こち らに向
かってくる。それはかなりのスピー ドである。 この作品でターナーは絵画史上
















金,技 術面 で のマ
チュー ・ボル トン
(資料1)ジ ョゼ フ ・M・ 夕 一ナ ー
〈雨 ・蒸 気 ・速 度 一 グ レー ト・ウ エ ス タ ン鉄 道>1844年






















しか しやがて鉄道ブームも沈静化 した。スペンサーも職場を去った。彼 はその
後1848年に 「エコノミスト」誌に入 り,1853年以降叔父の遺産を相続 し,職に
就かず著述に専念 したと言われる。スペンサーは 「社会進化」を予測 した。近
代に陰りを見いだしたG・ ジンメル(1858年～1918年)や,M・ウェーバー
(1864～1920)はまだ生まれていない。 しかしターナーの絵 の中に近代初頭の
新 しい時代に対する大 きな期待と,いずれ生 じる苦悩が予感 されているようで
もある。





















悪 く時間も要 し,結節的意味か ら問題があった。蒸気鉄道の出現は交通面から
近代都市形成に大きく機能 したと思われる。







絵 「ロードショップ ・ステーション,ダリッジ」(1871年),「機関車 ベ ドフォー
ド・パーク」(1897年)とともに,マルケ 「ハンブルグの港」の蒸気船の紹介
がなされている。海運そのものは歴史 も古 く,古代か らみ られるところである
が,蒸 気船はまさしく近代のものといえる。「泰平のねむ りを さます正喜撰




一 ファン ・ゴッホ 〈郵便配達夫 ルーラン〉-
is世紀 か らイギ リスでは郵便馬車(メ ール ・コーチ)が 活躍 して いたが,19
世紀半 ばに至 り郵便輸送面で も鉄道が その主 役 とな った。 ロー ラ ン ド・ヒル
(1795～1879)が郵便改革案 を発表,料 金 を全国均一 に し,基 本料 金 を一律1
ペニーに,ま たそれまで の料金後払 い制を,前 払 い制 に改 めるよ う提案,1840
年1月 か ら実施 され たという。 ここに近代的な郵便制度が誕生 したことになる。
ヴ ィク トリア女王が描かれた世界初 の切手 「ペニー ・ブラ ック」 はそ の時考案
された もので ある。 ゴ ッホの 「郵便配達夫 ルー ラン」(資料3)は1888年 の作
といわれ る。 ゴ ッホは人 々の嘲 りや,無 理解 に悩 みなが らの生活であ ったが,
この郵便配達夫 とは長年 の友情 に結 ばれていた と言われてい る。ルー ランは金

















(資料3)フ ァン ・ゴ ッホ




という媒体を通 じての間接的接触が,シ ステム的な形で運営 されるようになっ
た意義は大きい。
(4)教育 の結 節機 関




た。その後1936年に14才,1959年に16才まで延長され,制 度化 とほぼ前後 して
教育の無償制が取り入れ られている。子供の社会化にとって学校が極あて重要
な集団であることは,改めて言 うまでもない。T・ パーソンズは学校を社会化
の機関 とし 「規律づけられた遂行によって,限定的目標を達成 しようとする組


















ル と称 され ること
にな っていたが,










別 に技術 リセ も生
まれた。
(資料4)ジ ャ ン ・ぺ 囗一
くリセ ・コ ンセ ル セ の下 校風 景>1903年
(カルナ ヴァレ美術館 パ リ)
ジャン・ペローの リセ ・コンコルセの下校風景(資 料4)は1903年の作であ




ト姿の父親や,華 やかな衣装をまとう母親の姿が目に付 く。馬車も見えるが こ
れも子供を迎えに来たものであろうか。教育の結節的機関はP・ ブルデューの
指摘す るように直接,間 接に社会的階層とも結び付 く。
⑤ 娯楽の結節機関
一エ ドゥアール ・マネー 〈 フォ リー ・ベル ジェール劇 のバー〉 一
一概 に 「娯楽」 と言 って もそ の内容 は多彩であ り,時 代 によ って もかな り異
な る。
カ フェが西 欧の都市 に出現 したのは17世紀 と言われ るが,18,19世紀 を通 じ





スや ビリヤー ドな ど
の遊 び,競 馬,観 劇,
文芸 などを通 じて彼
等の絆が生み出され,
常連が 自然 に集 まり
サークル化 してい っ
た。 マ ネー<フ ォ
リー ・ベル ジェール
劇場のバ ー〉(資 料
5)の 作品 は,第 二
帝政期の1869年に開
店 したパ リで もっと
(資料5)エ ドゥア ー ル ・マ ネ ー
〈フ ォ リー ・ベ ル ジ ェー ル 劇場 の バ ー>1881-82年





歓楽の巷には瞬時的な喜びや,ス リルはあってもその裏に空 しさや,不 安が隠











部分 も多い。今後とも両者は補完的資料 として活用 していくことがより有効で
あることが一層実感出来たと言えよう。また 「都市 と近代化」の問題 にっいて



























(資料6) フ ァ ン ・ゴ ッホ 〈ア ル ル療 養 院 の 内部 〉...年
(0・ラインハル トコ レクシ ョン)
(資料7)ユ ベ ー ル ・ロベ ー ル
〈古 代 ロー マ美 術 の ギ ャラ リー>1789年




り,文 化施設の結節機関の追加 を提案 したい
ところで ある。
最後 に西欧 にお ける都市の近代 の模様 を,
その憧れ とともに,日 本画で的確 に描 いた一
人 の巨匠 の作品,下 村 観 山く倫敦 の夜景 〉
(M37年(1904年)一資料8)を 紹介 して終
わ る ことに したい。



























*G・ ジンメル著 ・居安正訳 「ジンメル全集」12巻 白水社1994年
*倉橋重史著 「絵画社会学素描」1,2,3巻 晃洋書房1991年から1995年
*倉橋重史 ・大塚晴郎著 「芸術社会学序説」 晃洋書房1997年
*鈴木栄太郎著 著作集6「 都市社会学原理」 未来社1969年
*神谷国弘著 「都市の社会構造と社会変動」 晃洋書房1994年
*神谷国弘 「都市的機関論再考」 関西大学 「社会学部紀要」 第7巻 第1号
*朝日新聞社 「朝日百科 世界の歴史」 朝日新聞社1991年
*日本経済新聞社他編 「コー トールド・コレクション展」1997年
*梅原龍三郎,谷 川徹三,富 永惣一監修 「現代世界美術全集」 集英社1970年
(おおつか はるお 仏教大学大学院社会学研究科博士課程)
